
補足 3-01-1 

第第第第３３３３章章章章－－－－１１１１．『．『．『．『生産計画生産計画生産計画生産計画』』』』生産計画立案生産計画立案生産計画立案生産計画立案のののの考考考考ええええ方方方方 

 

  AAAAＴＴＴＴoMsQubeoMsQubeoMsQubeoMsQubeでの生産計画立案には「完全受注生産方式」、「受注生産方式」、「見込み生産方式」 

の３通りの考え方があります。 

 基本的な違いは、下記の通りです。 

  ●完全受注生産方式（システムパラメ－タ･完全受注生産方式と設定） 

   ａ．得意先からの受注情報（確定、見込み）を必達する計画とします。 

   ｂ．その為、この方式では受注情報から生産計画デ－タを自動作成し 

     生産計画デ－タに自社の生産の考えを織り込む事は出来ません。 

  ●受注生産方式（品目マスタ・計画区分で設定） 

   ａ．得意先からの受注情報（確定、見込み）を元に生産計画の元ネタを作成します。 

   ｂ．その後、品目の日別デ－タに対して数量変更や得意先からの受注品目以外の品目に 

     対しての生産計画追加などの自社の生産計画の考えを織り込みます。 

   ｃ．最終的に織り込んだ生産計画を確定する事により基準日程計画デ－タが作成されます。 

     この基準日程計画デ－タはＭＲＰ処理の正味所要量デ－タに洗い替えが行われて 

     以降のＭＲＰ処理の構成展開に繋がります。 

  ●見込み生産方式（品目マスタ・計画区分で設定） 

   ａ．得意先からの受注情報（確定、見込み）を元に生産計画の元ネタを作成します。 

   ｂ．その後、品目の日別デ－タに対して数量変更や得意先からの受注品目以外の品目に 

     対しての生産計画追加などの自社の生産計画の考えを織り込みます。 

   ｃ．最終的に織り込んだ生産計画を確定する事により基準日程計画デ－タが作成されます。 

     この基準日程計画デ－タは対象品目に在庫が存在していても、設定した数量はそのまま 

     ＭＲＰ処理にて構成展開されます。 

 

  ［［［［生産計画生産計画生産計画生産計画のののの立案作成期間立案作成期間立案作成期間立案作成期間とととと立案洗立案洗立案洗立案洗いいいい替替替替ええええ対象外期間対象外期間対象外期間対象外期間についてについてについてについて］］］］ 

  ▼  1ｄ 2d  3d  4d  5d  6d  7d  8d  9d  10d  11d  12d  13d  14d  15d  16d  17d  18d  19d 

  当日 

 

   上記の様な生産計画立案範囲を実施している場合は、システムパラメ－タ及び品目マスタの項目に 

  以下の様な設定を行なう必要があります。 

    生産計画確定期間：この期間内は生産計画を確定しているので、計画の変更は行なわれない期間。 

    生産計画見直し期間：受注変動などが発生していれば、生産計画の見直し後に確定を行なう期間。 

    生産計画対象外期間：受注情報などは未確定が多い為、まだ生産計画の確定は実施しない期間。 

 

    システムパラメータ・立案洗替対象外期間：７(D) 

 

   この設定期間以内の生産計画デ－タについては、需要取込による立案数の洗い替えは行なわず 

  立案数が残る処理結果となります。 

期間の単位は月(M)、旬(T)、週(W)、日(D)の４種類があります。 

   毎回最新内容で洗い替えを行ないたい場合は、未設定や０(D)を設定すると可能です。 

生産計画確定期間 

生産計画見直し期間 生産計画見直し対象外期間 



補足 3-01-2 

   また、品目単位に生産計画期間を変更する場合は、品目マスタ・手配情報の立案洗替対象外期間を 

   個別に設定する事が可能です。 

   システムパラメ－タより品目単位の設定内容が有効になります。 

 

  ［［［［生産計画生産計画生産計画生産計画のののの関連処理関連処理関連処理関連処理ののののサイクルサイクルサイクルサイクルについてについてについてについて］］］］ 

   夜間処理として以下の３処理があります。 

   ａ．作成期間作成・・・需要の取込期間、生産計画の作成期間を設定する。（必ず実行） 

              （システムパラメータ・生産計画作成期間(月数)で作成範囲を決定） 

   ｂ．生産計画作成・・・作成期間内の需要、在庫、仕掛を取得し、生産計画を作成する（必ず実行） 

   ｃ．基準日程作成・・・MRP のインプット情報(受注生産)、正味所要量の作成(見込生産)を行なう 

              （システムパラメータ・生産計画自動作成有無により実行可否） 

 

 

 

 

 

 

 

 

N日 

△夜間ＪＯＢ 

N+1日 

日中作業 日中作業 △夜間ＪＯＢ △夜間ＪＯＢ 日中作業 

N+2日 

需要取込 

日中作業（各機能は必要に応じて使用） 

  

生産計画

一覧 

需要→生産計画 

確定 

  

期間別 

集計 

画面遷移 

需要、在庫、仕掛を取り込む。立案数の洗替は行わない 

生産担当単位での実行が可能 

→立案を見直す前に実行（推奨） （バッチ実行時点の需要、在庫、仕掛データ） 

需要取込かつ立案作成（立案洗替対象外期間以外）を行う。 

生産担当単位での実行が可能 

→立案作成まで自動で行いたい場合に実行 

基準日程作成 

MRPのインプット情報(受注生産)、正味所要量の作成(見込生産)を行う 

期間別集計・・・日、週、旬、月単位を指定して期間集計数を確認する 

  

品目追加 

新製品や試作品の計画を立案するときに使用する 
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  ［［［［生産方式別生産方式別生産方式別生産方式別のののの処理処理処理処理のののの流流流流れれれれ］］］］ 

 

 

需要取込 

１、全品目完全受注生産型 

  

生産計画

一覧 

需要→生産計画 

確定 

  

期間別 

集計 

使用不可 

→「需要→生産計画」で基準日程作成も行う 

集計して見たいときに 

随時使用する 

使用不可 

夜間バッチ 

需要が変更になり、立案を変更する場合に使用 

確定までを自動で実行 

生産担当単位でも実行可 

需要、仕掛、在庫が変更になった場合に使用 

生産担当単位で実行可 

  

品目追加 

立案数の変更、追加、削除は行えない 

  

ＭＲＰ 

実行指示 

再作成を行い、臨時でMRPを実行する場合に使用 

ＣＳＶ出力 

  

生産計画 

アップロード 

 

その他需要を登録する 

立案数更新は不可 
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需要取込 

２、受注生産型 （品目手配.計画区分=0：受注生産品目） 

  

生産計画

一覧 

需要→生産計画 

確定 

  

期間別 

集計 

ＭＲＰに引き渡す立案データの作成（基準日程） 

集計して見たいとき

に随時使用する 

新製品の登録を 

行う 

夜間バッチ 

需要、仕掛、在庫が変更になった場合に使用 

→立案を見直す前に実行（推奨） 

→生産担当単位で実行可 

  

品目追加 

受注が決定した範囲に対してユーザが見直しを行う 

→立案洗替対象外期間内の立案数を変更 

  

ＭＲＰ 

実行指示 

臨時でMRPを 

実行する場合に

使用 

需要が変更になり、立案も洗替する場合に使用 

→生産担当単位で実行可 

  

生産計画 

アップロード 

その他需要登録・・・その他需要を登録する 

立案数更新・・・ダウンロードしたCSVに立案数を 

          更新し、アップロード 

ＣＳＶ出力 
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需要取込 

３、見込生産型 （品目手配.計画区分=1：見込生産品目） 

  

生産計画

一覧 

需要→生産計画 

確定 

  

期間別 

集計 

ＭＲＰに引き渡す立案データの作成 

→生産計画品の正味所要量と１階層下位品目 

  の総所要量を作成 

集計して見たいとき

に随時使用する 

新製品の登録を 

行う 

夜間バッチ 

  

品目追加 

  

ＭＲＰ 

実行指示 

臨時でMRPを 

実行する場合に

使用 

  

生産計画 

アップロード 

その他需要登録・・・その他需要を登録する 

立案数更新・・・ダウンロードしたCSVに立案数を 

          更新し、アップロード 

ＣＳＶ出力 

 

受注が決定した範囲に対してユーザが見直しを行

う 

→立案洗替対象外期間内の立案数を変更 

需要、仕掛、在庫が変更になった場合に使用 

→立案を見直す前に実行（推奨） 

→生産担当単位で実行可 

需要が変更になり、立案も洗替する場合に使

用 

→立案洗替対象外期間内は変更しない 

→生産担当単位で実行可 


